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◆
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の

設
立
の
背
景
◆

　

本
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
（
以
下
、「
新
制
度
」）
が
ス
タ
ー

ト
し
県
内
17
の
福
祉
事
務
所
に
お
い
て

直
営
又
は
委
託
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

新
制
度
が
設
立
し
た
背
景
と
し
て

は
、
主
に
次
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

①
全
国
的
に
稼
働
年
齢
層
を
含
む
生
活

保
護
受
給
世
帯
が
増
加
し
て
い
た
こ

と
。（
Ｈ
15(

８
．
５
万
世
帯)

か
ら

Ｈ
25
．
７
（
28
．
９
万
世
帯
）
ま
で

に
３
倍
強
）

②
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
世
帯
な
ど
、
生
活
困
窮
に

至
る
リ
ス
ク
の
高
い
層
が
増
加
し
て

い
た
こ
と
。（
Ｈ
25
：
フ
リ
ー
タ
ー

１
８
２
万
人
、
ニ
ー
ト
60
万
人
）

③
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
う
ち
、
約

25
％
の
世
帯
主
が
出
身
世
帯
に
お
い

て
も
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
た
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
貧
困
の
連
鎖
」

が
生
じ
て
い
た
こ
と
。

　

秋
田
県
に
お
い
て
も
、
稼
働
年
齢
層

を
含
む
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
平
成
15

年
か
ら
平
成
25
年
７
月
ま
で
の
10
年
間

で
、
約
３
倍
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。（
図
１
）

　

こ
う
し
た
中
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で

あ
る
生
活
保
護
制
度
の
自
立
助
長
機
能

の
強
化
に
加
え
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者
を
支
援

す
る
、
い
わ
ゆ
る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
、

社
会
保
障
審
議
会
に
「
生
活
困
窮
者
の

生
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部

会
」
を
設
置
し
、
12
回
に
わ
た
る
審
議

を
経
て
、
平
成
25
年
１
月
25
日
に
同
部

会
に
お
い
て
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、﹃
稼
働
年
齢

世
代
に
あ
る
人
々
が
自
立
を
図
る
見
通

し
を
も
て
ず
生
活
保
護
の
受
給
を
続
け

ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
働
き
続
け

る
困
窮
層
と
の
間
で
不
均
衡
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。
制
度
不
信
が
広
が
れ

ば
、
国
民
の
間
の
連
帯
を
阻
害
し
か
ね

な
い
。

　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
稼
働
世

帯
に
も
、
保
護
を
受
給
せ
ず
働
き
続
け

る
困
窮
層
に
も
、
安
定
し
た
就
労
で
生

活
を
向
上
さ
せ
る
支
援
を
等
し
く
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
制
度

へ
の
信
頼
を
強
め
、
連
帯
を
広
げ
て
い

く
道
筋
で
あ
る
。﹄
と
報
告
さ
れ
、
こ

の
考
え
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
（
以
下
、「
新
法
」）
及

び
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
（
以
下
、

「
法
」）
が
成
立
し
ま
し
た
。（
図
２
）

◆
新
制
度
の
内
容
等
◆

　

県
内
の
各
福
祉
事
務
所
で
は
、
稼
働

能
力
を
有
す
る
被
保
護
者
に
対
し
て
、

法
の
改
正
前
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
補

助
事
業
等
を
活
用
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
た
就
労
支
援
の
他
、
福
祉

事
務
所
に
就
労
支
援
員
を
配
置
し
て
、

就
労
に
よ
る
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
。　

　

今
年
４
月
か
ら
は
新
法
の
施
行
に
よ

り
、
生
活
保
護
に
至
る
前
段
の
方
に
対

し
て
も
同
様
の
支
援
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
新
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

図
３
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

必
須
事
業
で
あ
る
自
立
相
談
支
援
事

業
で
は
主
任
相
談
支
援
員
・
就
労
支
援

員
・
相
談
支
援
員
の
３
職
種
が
配
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

支
援
員
は
相
談
者
の
置
か
れ
て
い
る

制
度
創
設
の
背
景
と
秋
田
県
の
実
施
体
制
につい
て

秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

◆図１　世帯類型別の保護世帯と構成割合の推移

特
集
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
施
行

※その他世帯…稼働年齢層で就労阻害要因のない世帯員を含む世帯

約３倍の増加

被保護世帯
総数 高齢者世帯 母子世帯 傷病・障害

者世帯 その他世帯

H15（全国） 939,733 435,804 82,216 336,772 84,941
H15（秋田県） 8,247 4,177 445 2,868 757

H25.7（全国） 1,580,991 715,072 111,448 465,215 289,256
H25.7（秋田県） 11,471 5,651 499 3,078 2,243
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◆
県
内
の
実
施
体
制
と

任
意
事
業
の
実
施
状
況
◆

　

県
内
の
17
福
祉
事
務
所
で
自
立
相
談

支
援
事
業
を
直
営
で
実
施
し
て
い
る
の

は
８
事
務
所
、
委
託
に
よ
る
実
施
は
９

事
務
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

任
意
事
業
は
就
労
準
備
支
援
事
業
が

２
事
務
所
、
家
計
相
談
事
業
が
１
事
務

所
、
子
供
の
学
習
支
援
が
２
事
務
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆図３　生活困窮者自立支援制度の内容

◆図４　任意事業の実施状況

◆図２

【自立相談支援事業（必須事業）】
・専門知識を有する支援員が、相談者の状況を分析し、活用できる制度等を紹介し
ます。また、申込みがあれば、支援プランを作成し、自立に向けた伴走型の支援を
実施します。

【住居確保給付金（必須事業）】
・離職により住居を失うおそれのある方等に給付金を支給します。（所得制限等あり）

【任意事業】※お住まいの市町村によって実施事業は異なります。
・就労準備支援事業：ただちに一般就労が困難な方へ段階的な就労支援を実施します。
・一時生活支援事業：生活状況が急迫している方へ一時的に衣食住の提供を行います。
・家計相談支援事業：家計の収支状況等を分析し、自立に向けた支援を実施します。
・学習支援事業：子どもの学習を支援するため、拠点型や訪問型で実施します。
・その他の事業：その他、自立のために必要な支援を実施します。

※任意事業はすべての市で社会福祉法人等に委託して実施
※一時生活支援事業を実施している自治体はありません

任意事業名称 実施状況

就労準備支援事業 湯沢市・にかほ市

一時生活支援事業 －

家計相談支援事業 にかほ市

学 習 支 援 事 業 秋田市・湯沢市

状
況
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
評
価
・
分
析
）

し
、活
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
（
新

法
の
任
意
事
業
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就

労
支
援
及
び
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

等
）
が
計
画
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

「
支
援
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、
こ
れ
を
基

に
相
談
者
の
自
立
に
向
け
て
伴
走
型
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
図
３
）

相
談
件
数
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
新

規
相
談
受
付
が
４
５
８
件
、
５
月
が

２
４
１
件
で
し
た
。
支
援
プ
ラ
ン
作
成

件
数
は
４
月
が
27
件
、
５
月
が
22
件
で

し
た
。

　

支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン

内
容
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
支
援
調

整
会
議
（
関
係
機
関
の
合
議
制
で
、
プ

ラ
ン
の
内
容
を
検
討
し
決
定
す
る
会

議
）
に
諮
る
必
要
が
あ
り
、
一
定
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
作
成

件
数
が
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

◆
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

新
制
度
が
届
く
よ
う
に
◆

　

生
活
困
窮
者
の
中
に
は
社
会
的
に
孤

立
し
自
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
方
が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
を
ど
の
様
に
し
て
新
制

度
に
繋
ぐ
か
、
全
国
的
に
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
新
制
度

の
普
及
・
啓
発
を
継
続
し
て
行
く
こ
と

が
、
新
た
な
相
談
者
の
増
加
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
も
自
治
体
の

広
報
誌
等
を
活
用
し
た
ピ
ー
ア
ー
ル
活

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
、

好
事
例
や
課
題
を
分
析
し
、
地
域
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

「
支
援
を
受
け
て
自
立
し
た
方
」
が
、「
次

に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
制
度
に
対
す
る
共
通
理
解
が
深
ま

り
、
よ
り
新
制
度
が
地
域
に
浸
透
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

県
で
も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ

確
実
に
新
制
度
が
届
く
よ
う
に
、
今
後

も
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
図
４
）
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生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
運
用
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

〜
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
連
携
〜

　
新
法
施
行
と
本
制
度
の
見
直
し

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
（
以
下
、「
法
」）
が
施

行
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
生
活
福
祉
資
金

貸
付
制
度
（
以
下
、「
本
制
度
」）
要
綱

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
般
の
改
正
は
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者
の
自
立

支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
と
本
制
度
が
密
接
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
効
果
的
、
効
率
的

に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
各
市
町
村
段
階
に
お

け
る
自
立
相
談
支
援
機
関
（
以
下
、「
支

援
機
関
」）
と
生
活
福
祉
資
金
の
双
方
の

担
当
者
が
相
談
段
階
か
ら
連
携
す
る
こ

と
や
、
互
い
に
相
談
者
の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
真
に
必
要
な
支
援
に
的
確

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　
自
立
相
談
支
援
事
業
の利用

を
要
件
化
　

　

こ
れ
ま
で
、
本
制
度
の
貸
付
だ
け
で

は
解
決
が
難
し
い
ケ
ー
ス
、
い
わ
ゆ
る

複
合
的
か
つ
多
様
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
世
帯
へ
の
相
談
支
援
の
あ
り
方
が
課

題
の
一
つ
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
自
立
促
進
の
た

め
、
本
制
度
の
う
ち
、
総
合
支
援
資
金

(

※
１)

と
緊
急
小
口
資
金(

※
２)

の

貸
付
に
あ
た
り
、
原
則
と
し
て
支
援
機

関
が
実
施
す
る
「
自
立
相
談
支
援
事
業
」

の
利
用
が
要
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

※
１ 

総
合
支
援
資
金
︙
失
業
や
収
入
の
減

少
等
に
よ
り
日
常
生
活
の
維
持
が
困
難

な
世
帯
に
対
し
、
生
活
の
立
て
直
し
、

自
立
に
つ
な
げ
る
た
め
に
貸
付
と
継
続

的
な
相
談
支
援
を
行
う
資
金
。

　

※
２ 

緊
急
小
口
資
金
︙
様
々
な
理
由
で
緊

急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
貸
し
付
け
る
少
額
の

資
金
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
申
込
者
の
状
態
に
応

じ
て
就
労
支
援
や
家
計
管
理
な
ど
様
々

な
支
援
に
つ
な
げ
、
包
括
的
・
継
続
的

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。（「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
同
意
が
前

提
と
な
り
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
貸
付
の
実
施
の
み
で
問
題

が
解
決
し
、
そ
の
他
支
援
の
必
要
性
が

少
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

し
も
「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
を
利
用

し
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
例
）
す
で
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
見
込
ま
れ
る
場
合
の
初

回
給
与
ま
で
の
生
活
費
や
、
病
気

休
職
等
に
よ
る
一
時
的
な
収
入
減

又
は
支
出
増
に
よ
る
貸
付
な
ど
の

場
合
。

　

な
お
、
総
合
支
援
資
金
と
緊
急
小
口

資
金
以
外
の
資
金
貸
付
で
あ
っ
て
も
、

申
込
者
の
状
況
に
応
じ
て
「
自
立
相
談

支
援
事
業
」
の
利
用
を
検
討
し
、
両
制

度
の
連
携
に
よ
っ
て
包
括
的
な
支
援
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
貸
付
期
間
・
償
還
期
限
の
見
直
し

　

総
合
支
援
資
金
に
つ
い
て
は
、
法
に
基

づ
く
住
居
確
保
給
付
金
（
平
成
26
年
度
ま

で
は
「
住
宅
支
援
給
付
」）
と
併
用
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
本

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
独
自
の
運
用
と
し

て
給
付
期
間
に
合
わ
せ
３
ヵ
月
単
位
で
貸

付
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
一
律
の
運

用
と
し
て
原
則
３
ヵ
月
ご
と
に
貸
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
就
労
活
動
の

継
続
や
住
居
確
保
給
付
金
の
延
長
等
に

応
じ
て
、
最
長
で
12
ヵ
月
、
３
回
ま
で

の
貸
付
延
長
が
可
能
。）

　

こ
れ
に
よ
り
、
借
受
人
の
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
貸
付
額
を
最
小
限
に
抑
え
、

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貸
付
期
間
の
見
直
し
に
合
わ

せ
て
償
還
期
限
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
支
援
資
金
で
は
、
償
還
促
進
の
観

点
か
ら
「
20
↓
10
年
以
内
」
に
短
縮
さ

れ
、
緊
急
小
口
資
金
で
は
、
法
に
基
づ

く
家
計
相
談
支
援
事
業
の
利
用
期
間
等

も
踏
ま
え
、「
８
↓
12
ヵ
月
以
内
」
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　
緊
急
小
口
資
金
の
資
金
使
途
拡
大
　

　

緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
に
あ
た
り
、
原

則
と
し
て
「
自
立
相
談
支
援
事
業
」
を
利

用
し
、
継
続
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
を

貸
付
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
対
応
で
き
る

資
金
使
途
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

特
集
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
施
行
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つ
な
ぎ
資
金
も
要
件
化

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金（
※
３
）」
に
つ

い
て
も
、
本
制
度
同
様
に
関
連
通
知
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
原
則
と
し
て
「
自

立
相
談
支
援
事
業
」
を
利
用
す
る
こ
と

が
要
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
※
３ 

臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
︙
住
居
の
な

い
離
職
者
に
対
し
、
公
的
給
付
金
や
公

的
貸
付
金
を
受
け
る
ま
で
の
当
面
の
生

活
費
と
し
て
貸
付
す
る
資
金
。

　
そ
の
他
の
見
直
し

　

平
成
25
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る

「
障
害
者
総
合
支
援
法
（
※
４
）」
に
関

連
し
て
、
対
象
者
の
要
件
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
障
害
者
世
帯
と
は
、「
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

の
属
す
る
世
帯
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
た
に
「
障
害
者
総
合
支
援
法
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
等
、

こ
れ
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
方
が
属

す
る
世
帯
」
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

※
４
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」︙「
障
害
者

自
立
支
援
法
」
を
改
め
、
障
害
者
の
定

義
に
難
病
等
を
追
加
し
、
地
域
社
会
に

お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
。

　
社
会
資
源
の
活
用

　

緊
急
小
口
資
金
は
概
ね
１
週
間
程
度

を
目
安
に
送
金
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
が
、
申
込
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
２

～
３
日
で
生
活
費
が
枯
渇
し
て
食
糧
に

困
る
な
ど
、
生
活
に
切
迫
し
て
い
る
場

合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
貸
付
の
相
談
・

申
込
み
か
ら
送
金
ま
で
一
定
の
期
間
を

要
す
る
た
め
、
窓
口
段
階
に
お
け
る
食

糧
支
援
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資

源
や
、
他
施
策
・
他
制
度
の
活
用
を
検

討
す
る
な
ど
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
住
む
地
域
に
よ
っ

て
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
円
滑
な
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
て
県
行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

緊急小口資金の要件
※ 太字部分は新設要件

○医療費又は介護費の支払等臨時の生活費が必要なとき。
○火災等被災によって生活費が必要なとき。
○年金、保険、公的給付等の支給開始までに生活費が必要なとき。
　　※各種年金、失業保険、職業訓練給付金、生活保護費など

○会社からの解雇、休業等による収入減のため生活費が必要なとき。
○滞納していた税金、国民健康保険料、年金保険料の支払いにより支出が増加したとき。
○公共料金の滞納により日常生活に支障が生じるとき。
　　※電気、ガス、水道等ライフラインのほか、携帯電話料金も対象とする

○法に基づく支援や実施機関及び関係機関からの継続的な支援を受けるために経費が
　必要なとき。
　　※生活困窮者自立支援法に基づく各事業を利用する際や、就職活動のための公共職業安定所
　　　（ハローワーク）、企業への訪問などに必要な交通費など

○給与等の盗難によって生活費が必要なとき。
　　※給与等の「紛失」は削除

○その他これらと同等のやむを得ない事由があって、緊急性、必要性が高いと認めら
　れるとき。
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平
成
26
年
度
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　事
業
報
告
及
び
決
算

多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ
る

生
活
支
援
の
強
化

○
「
地
域
福
祉
再
構
築
研
究
会
報
告
書
」
を
踏

ま
え
た
実
践
課
題
の
具
現
化
を
目
的
に
、「
地

域
福
祉
再
構
築
推
進
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
モ
デ
ル
指
定
し
た
３
カ
所
の
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、「
社
協
」）
で
の
現
地
指

導
の
ほ
か
、
市
町
村
行
政
、
市
町
村
社
協
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
等
を
対
象
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
全
県
的
な
普
及

啓
発
を
図
り
ま
し
た
。　

　
　

特
に
多
職
種
が
連
携
す
る
う
え
で
情
報
共

有
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
27
年
度
も
モ
デ

ル
社
協
に
お
け
る
取
組
み
実
践
を
も
と
に
分

析
・
評
価
し
、
全
県
に
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

○ 

町
内
会
・
自
治
会
等
に
お
い
て
、
地
域
の
課

題
解
決
に
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
た
「
地
域
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
で
は
、
社
協

２
カ
所
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
現
地
支
援
等
を

通
じ
て
住
民
同
士
の
学
び
の
場
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○ 

地
域
福
祉
の
推
進
を
担
う
人
材
育
成
の
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

養
成
研
修
を
継
続
実
施
し
、
年
度
末
累
計
で

１
８
８
名
養
成
し
ま
し
た
。
研
修
メ
ニ
ュ
ー

に
応
用
編
を
加
え
、
特
に
生
活
困
窮
者
支
援

を
中
心
に
多
問
題
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

関
す
る
演
習
な
ど
を
通
じ
て
実
践
力
の
強
化

を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
地
域
の
多
様
な
生

活
課
題
や
制
度
の
狭
間
の
問
題
に
対
し
、
個

別
支
援
か
ら
地
域
支
援
を
通
じ
て
課
題
解
決

を
図
る
専
門
職
の
必
要
性
に
応
え
る
た
め
、

今
後
も
人
材
の
養
成
を
進
め
ま
す
。

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
育
成
支
援
の
一

環
と
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
」
を
２
カ
所
の
社
協
と
共
催
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
災
害
支
援
体
制
づ
く
り
と

し
て
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
」
の
ほ
か
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
訓
練
を
兼
ね
た「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。更
に
、

災
害
時
に
お
け
る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
を
目
的
に
し
た
研
修
を
３
カ
所
の
社
協
と

共
催
し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
未
策
定
の
10
市
町
村
社

協
へ
の
支
援
と
と
も
に
、策
定
さ
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
検
証
が
引
き
続
き
課
題
と
い
え
ま
す
。

○ 

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
支
援
し
、

権
利
を
守
る
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業 (

日

常
生
活
自
立
支
援
事
業)

」
は
、相
談
受
付
４
︐

６
４
３
件
で
、
主
な
内
訳
は
認
知
症
高
齢
者

関
係
が
２
︐
９
６
５
件
、
知
的
障
害
者
関
係

５
６
９
件
、
精
神
障
害
者
関
係
１
︐
０
９
０

件
で
し
た
。

　
　

な
お
、
今
年
度
の
新
規
契
約
件
数
は
92
件

で
、
実
利
用
者
件
数
３
１
５
件
と
な
り
、
基

幹
的
社
協
の
増
設
に
よ
る
結
果
が
実
績
に
結

び
付
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

○ 

低
所
得
世
帯
等
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
制
度

の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」

の
貸
付
件
数
は
、
総
合
・
福
祉
・
教
育
の
３

資
金
合
わ
せ
て
２
４
２
件(

前
年
度
よ
り
33

件
減)

で
、
中
で
も
失
業
者
等
向
け
の
総
合

支
援
資
金
は
、
貸
付
件
数
が
前
年
度
よ
り
約

半
減(

31
件
減)

し
、
貸
付
決
定
額
も
前
年
度

よ
り
７
９
７
万
円
減
の
１
︐
１
３
９
万
円
の

実
績
と
な
り
ま
し
た
。
雇
用
情
勢
が
僅
か
な

が
ら
改
善
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
件
数
の
減
に

つ
な
が
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

一
方
、
償
還
計
画
額
に
対
す
る
償
還
実
績
額

を
示
す
償
還
率
は
、
１
９
．
９
６
％
と
な
り

ま
し
た
が
、
滞
納
世
帯
に
対
す
る
自
宅
訪
問

を
主
に
し
た
現
地
償
還
指
導
を
１
︐
４
６
４

件
、
初
期
滞
納
世
帯
へ
の
指
導
を
２
８
２
件

行
っ
た
結
果
、
当
年
度
分
や
償
還
期
限
後
の

償
還
率
が
改
善
さ
れ
た
資
金
が
あ
る
反
面
、

滞
納
が
続
い
た
後
自
己
破
産
な
ど
を
理
由
に

償
還
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

社
会
福
祉
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
と

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

○ 

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
全
20
コ
ー
ス

（
25
回
／
延
べ
開
催
日
数
44
日
）
の
研
修
を
実

施
し
、
福
祉
保
健
従
事
者
の
資
質
向
上
及
び

対
人
援
助
等
の
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知
識
・

技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

○ 

福
祉
保
健
人
材
確
保
事
業
で
は
、「
無
料
職
業

紹
介
」「
人
材
確
保
」
事
業
を
通
じ
、社
会
福
祉
・

介
護
の
業
務
に
従
事
す
る
た
め
の
相
談
・
登
録
・

紹
介
や
資
格
取
得
方
法
な
ど
の
就
労
支
援
を

幅
広
く
展
開
し
た
ほ
か
、「
福
祉
人
材
確
保
支

援
事
業
」
で
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

施
設
・
事
業
所
訪
問（
延
べ
１
︐３
５
４
事
業
所
）

を
実
施
し
た
結
果
、
求
人
事
業
所
登
録
を
59
ヵ

所
新
た
に
開
拓
（
有
効
求
人
事
業
所
延
べ
２
︐

５
５
８
ヵ
所
）
す
る
と
と
も
に
、
新
規
求
人
数

も
前
年
度
よ
り
３
６
４
人
多
い
３
︐
７
９
５
人

に
増
加
し
ま
し
た
。

　
　

一
方
、
求
職
登
録
者
の
状
況
で
は
、
新
規

登
録
者
５
６
９
名(

前
年
度
比
１
７
７
名
減)

、

３
月
末
現
在
有
効
求
職
者
１
︐
７
０
４
名(

前

年
度
比
３
７
４
名
減
）
と
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ラ
ジ
オ
の
ス
ポ
ッ

ト
Ｃ
Ｍ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
の
大
型

液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
を

放
映
す
る
な
ど
、
広
報
活
動
に
も
工
夫
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
福
祉
の
人
材
確
保
・
定
着
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
調
査

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２
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研
究
委
員
会
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
実
態
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
次
年
度
、
調
査
結
果

を
基
に
人
材
確
保
定
着
化
に
向
け
た
方
策
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

○ 

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
等
に
係
る
対
応
で

は
、
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
と
の

共
催
に
よ
る
各
種
研
修
会
の
実
施
の
他
、
今

後
義
務
付
け
ら
れ
る
地
域
公
益
活
動
に
つ
い

て
、
経
営
者
協
議
会
と
の
連
携
も
含
め
た
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

生
活
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
た

機
能
強
化

○
「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
で
は
、
本
県
に
お

け
る
様
々
な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
福
祉
団
体

等
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
県
に
政
策
要
望

を
行
う
と
と
も
に
、
県
健
康
福
祉
部
担
当
課
長

等
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
課
題
の
共
有
と
解

決
に
向
け
た
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
課
税
問
題
に

対
し
、
全
社
協
や
全
国
段
階
の
組
織
と
一
体

と
な
り
、
非
課
税
堅
持
に
向
け
た
陳
情
活
動

を
展
開
し
、
現
状
維
持
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

○ 

県
民
啓
発
・
情
報
提
供
機
能
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
月
２
回
（
第
２
・
４

月
曜
日
）
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信
の
ほ
か
、

広
報
「
社
会
福
祉
あ
き
た
」
の
年
４
回
の
定

期
発
行
に
努
め
ま
し
た
。

　
　

秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
は
、
認
知
症
予
防

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
美
郷
町
社
協
に
お
け

る
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
実
践

報
告
や
講
師
に
よ
る
笑
い
を
通
し
た
認
知
症

予
防
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
の
理
解

と
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
を
テ
ー
マ
に
し
た

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
県
内
外
の
実
践
事

例
に
学
び
な
が
ら
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た

方
々
の
地
域
生
活
支
援
や
後
見
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
な
ど
、
関
係
者
の
意
識
啓
発

に
努
め
ま
し
た
。

組
織
・
経
営
の
強
化

○ 

新
規
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
た
結
果
、
一

般
会
員
４
ヵ
所
、
特
別
会
員
35
ヵ
所
、
賛
助

会
員
２
ヵ
所
の
計
41
ヵ
所
の
事
業
所
が
新
規

会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
自
主
財
源
確
保
で
は
、
火
災
共
済

や
自
動
車
共
済
を
は
じ
め
、
が
ん
保
険
や
自

動
車
リ
ー
ス
の
促
進
、
常
備
薬
の
斡
旋
な
ど

を
行
い
、
前
年
度
比
で
約
12
％
の
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

○ 

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
件
数
は
前
年
度
よ
り

１
０
０
件
少
な
い
、
１
︐
４
６
１
件
、
利
用

者
数
も
４
６
︐
３
８
３
人
と
、
前
年
度
よ
り

１
︐
６
５
７
人
減
少
し
ま
し
た
。
利
用
料
収

入
で
も
、
１
０
︐
９
９
３
︐
９
１
０
円
（
目

標
達
成
率
93
％
）
と
目
標
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
企
業
・
団

体
等
へ
の
訪
問
活
動
の
拡
大
や
強
化
を
図
り
、

新
規
利
用
の
開
拓
に
努
め
ま
す
。

（資産の部） （負債の部）
1. 流動資産 57,276,633 1. 流動負債 8,920,051

現　　　金 0 未払金 8,288,474
預　　　金 57,207,033 預り金 626,837

仮  受  金 4,740
未　収　金 69,600 2. 固定負債 155,605,953
前　払　金 0 全社協退職給与引当金 121,970,710

福利協会退職給与引当金 33,635,243
負債の部合計 164,526,004

2. 固定資産 229,926,721
基本財産 3,000,000 （純資産の部）

基本財産
特定預金 3,000,000 1. 基本金 3,000,000

その他の固定資産 226,926,721 基本金 3,000,000
車両運搬費 1,607,237 2. 基金 30,000,000
器具及び備品 1,147,325

災害ボランティア
基金 30,000,000収益事業会計

元入金 4,126,166

長期預け金 9,790
全社協退職
共済預け金 102,900,960 3. その他の積立金 34,500,000

福利協会退職金
給付資金預け金 33,635,243 事業振興準備

積立金 34,500,000

事業振興準備
積立特定預金 53,500,000 事業振興積立金 0

災害ボランティア
基金積立預金 30,000,000 4. 次期繰越活動

　 収支差額 55,177,350

前期繰越活動
収支差額 48,774,234

当期活動収支差額 6,403,116
純資産の部合計 122,677,350

資産の部合計 287,203,354 負債及び純資産の部合計 287,203,354

収入 支出
科目 金額 科目 金額

会費収入 44,044,180 人件費支出 178,252,311
寄附金収入 6,608,821 事務費支出 9,736,703
補助金収入 64,098,000 事業費支出 78,983,558
助成金収入 8,661,400 分担金支出 1,595,200
受託金収入 58,152,976 助成金支出 2,981,000
事業収入 16,623,284 負担金支出 2,252,000
共同募金配分金収入 6,000,000 減価償却費 727,960
負担金収入 22,063,320 引当金繰入 14,811,996
雑　収　入 21,981,627
引当金戻入 43,276,110
事業活動収入計（1） 291,509,718 事業活動支出計（2） 289,340,728

事業活動収支差額（3）＝（1）-（2） 2,168,990

受取利息配当金収入 47,318 公益事業会計
繰入金支出 2,000,000

会計単位間
繰入金収入 4,845,242 経理区分間

繰入金支出 74,828,236

経理区分間
繰入金収入 76,169,802

事業活動外収入計（4） 81,062,362 事業活動外支出計（5） 76,828,236
事業活動外収支差額（6）＝（4）-（5） 4,234,126
経常収支差額（7）＝（3）+（6） 6,403,116

施設整備等
寄附金収入 0 固定資産

売却損及び処分損 0

特別収入計（8） 0 特別支出計（9） 0
特別収支差額（10）＝（8）-（9） 0

当期活動収支差額（11）＝（7）+（10） 6,403,116
前期繰越活動収支差額（12） 48,774,234
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）+（12） 55,177,350
基本金取崩額（14） 0
基本金組入額（15） 0
その他の積立金取崩額（16） 0
その他の積立金積立額（17） 0
次期繰越活動収支差額（18）＝ (13) ＋ (14）-（15）+（16）-（17） 55,177,350

（単位：円） （単位：円）平成27年3月31日現在 （自）平成26年4月1日　（至）平成27年3月31日
一般会計　貸借対照表 一般会計　事業活動収支計算書

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

特
別
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４
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社
会
福
祉
法
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
苦
情
に
つ
い
て
利
用
者
と
事
業
経
営

者
に
よ
る
解
決
が
困
難
な
場
合
に
備

え
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
適
正

化
委
員
会
（
以
下
、「
委
員
会
」）
を
設
け
、

解
決
困
難
事
例
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
社
会
福
祉
法
施
行
の
平

成
12
年
に
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
全
県

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
申
出
の
受
付
や
相
談
、
助
言

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
付
し
た
苦
情
の
傾
向
や

対
応
状
況
、
全
県
の
事
業
所
の
苦
情
解

決
体
制
の
傾
向
を
紹
介
し
ま
す
。

【
１
，０
０
０
件
以
上
の
苦
情
や
相
談
】

　

電
話
や
書
面
、
来
所
等
で
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
や
相
談
の
申
出
は
、
平
成
12
年

か
ら
平
成
26
年
度
末
ま
で
の
16
年
間
に

累
計
１
︐
２
３
２
件
、
年
平
均
で
77
件

（
人
別
・
主
訴
別
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

事
業
所
の
苦
情
解
決
体
制

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
に
向
け
て

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
の
活
動

そ
の
う
ち
苦
情
は
全
体
の
四
割
超
の

５
２
１
件
で
、
そ
の
内
容
は
個
人
の
嗜

好
や
ケ
ア
の
中
身
の
ほ
か
深
刻
な
も
の

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
の
苦
情
は
六
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
障
害
者
福

祉
が
24
％
、
児
童
福
祉
は
７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
苦
情
の
六
割
は
接
遇
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
】

　

苦
情
の
内
容
で
は
、
職
員
の
接
遇
が

36
％
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
で
21
％
と

二
つ
合
わ
せ
て
六
割
近
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
説
明
・
情
報
提
供
が

14
％
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
少
数
で
す

が
被
害
や
損
害
、
権
利
の
侵
害
と
い
っ

た
申
出
も
あ
り
ま
す
。

【
施
設
職
員
か
ら
の
申
出
も
あ
り
】

　

苦
情
の
申
出
は
、
八
割
以
上
が
利
用

者
本
人
や
家
族
で
す
。

　

ま
た
、
申
出
人
の
一
割
弱
は
施
設
職

員
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

に
も
職
場
の
意
思
疎
通
が
大
事
で
す
。

【
相
談
助
言
が
２
／
３
】

　

苦
情
解
決
の
方
法
で
は
、
申
出
内
容

の
傾
聴
や
助
言
で
終
え
る 

ケ
ー
ス
が

66
％
を
占
め
、
行
政
や
他
の
相
談
窓
口

の
紹
介
が
12
％
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
に
は
利
用
者
と
事
業

者
の
あ
っ
せ
ん
や
、
重
大
な
不
当
行
為

の
情
報
を
県
知
事
に
通
知
す
る
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
そ
の
実
績
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
苦
情
対
応
事
例
】

　

過
去
に
委
員
会
が
対
応
し
た
苦
情
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
施
設
の
事
情

調
査
を
行
っ
た
案
件
を
紹
介
し
ま
す
。

申
出
人
▼

委
員
会
▽

苦情の内容（H12-26　回答数：521）

　
　
　
　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
中
に

親
が
怪
我
を
し
た
が
、
家
族
に
経
緯
の

説
明
や
謝
罪
が
な
い
の
で
、
調
査
し
事

実
を
教
え
て
欲
し
い
。

　
　
　
　

福
祉
や
医
療
を
専
門
と
す
る

所
属
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
施
設
に

事
情
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
に

は
事
務
局
職
員
が
赴
き
、
施
設
職
員
へ

の
聞
き
取
り
に
よ
り
事
実
関
係
の
確
認

を
行
い
、
そ
の
内
容
を
書
面
で
申
出
人

に
通
知
し
ま
し
た
。

　

事
業
経
営
者
に
よ
る
苦
情
の
適
切
な

解
決
を
謳
っ
た
社
会
福
祉
法
を
踏
ま

え
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
社
会
福
祉
事

業
の
経
営
者
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
苦
情
解
決
の
仕
組
み
の
指
針
に

つ
い
て
」（
以
下
、「
指
針
」）
を
公
表
し
、

事
業
者
に
苦
情
解
決
体
制
の
構
築
を
促

し
て
い
ま
す
。
次
に
、
委
員
会
に
よ
る

平
成
26
年
度
調
査
で
回
答
が
得
ら
れ
た

県
内
高
齢
者
福
祉
施
設
７
０
０
余
の
苦

情
解
決
体
制
の
傾
向
を
紹
介
し
ま
す
。

【
苦
情
解
決
責
任
者
が
少
な
い
】

　

指
針
で
は
苦
情
の
受
付
担
当
者
と
解

決
責
任
者
を
置
く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
受
付
担
当
者
を
置

い
て
い
る
も
の
の
、
二
割
近
く
の
施
設

が
解
決
責
任
者
を
置
い
て
い
ま
ん
。
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存
や
不
明
の
施
設
は
三
割
あ
り
ま
す
。

事
業
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
た
め
苦

情
記
録
の
徹
底
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
数
年
急
速
に
普
及
し
た
ス
マ
ホ

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等

に
よ
り
、
利
用
者
や
家
族
一
人
ひ
と
り

が
極
め
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
発
生
時
の
迅
速
で
丁
寧
な
対
応
は

も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
の
体
制
整
備
が
不

可
欠
で
す
。
事
業
者
は
社
会
福
祉
法
や

指
針
を
踏
ま
え
、
苦
情
解
決
に
向
け
た

よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
の
詳
細
は
秋
田
県
社

協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

6

　

潟
上
市
は
、
平
成
27
年
４
月
現
在
で
、

人
口
は
３
万
３
︐
８
０
０
人
、
平
成
17
年

４
月
の
合
併
時
に
は
、
３
万
５
︐
８
１
４

人
で
し
た
。
合
併
し
て
か
ら
の
人
口
は
微

増
で
推
移
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ

２
～
３
年
は
県
内
市
町
村
同
様
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

合
併
か
ら
10
年
を
経
た
潟
上
市
社
協
は
、

旧
町
単
位
に
３
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
拠
点
を
設
け
、
飯
田
川
セ
ン
タ
ー
に

本
所
を
お
き
、
天
王
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
セ

ン
タ
ー
を
配
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
も
一
部
に
有
す
る
地
勢
に
あ
っ

て
県
内
２
番
目
に
若
い
市
町
村
と
は
い
え
、

高
齢
化
率
は
30
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
と
な
り
、

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
い
か
に
守
り
、
支

援
し
て
い
く
か
、
未
来
に
発
信
で
き
る
社

協
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
職
員
そ
れ
ぞ
れ

が
知
恵
を
出
し
あ
い
な
が
ら
安
心
安
全
の

「
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
数
は
、
正
職
員
、
臨
時
職
な
ど
33

人
で
、
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
対
策

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
家
族
介
護
支
援
・

居
宅
介
護
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
訪
問
、
介

護
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
協
な
ら
で
は
の

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
障
が
い
児
者
へ

の
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
体
制
の
も
と
で

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

潟
上
社
協
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

福
祉
教
育
で
す
。
将
来
の
福
祉
の
担
い
手

た
る
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
街
づ

く
り
探
検
隊
事
業
」
は
、
車
い
す
の
体
験

試
乗
や
車
い
す
で
の
買
い
物
な
ど
を
通
じ
、

思
い
や
り
の
心
を
育
む
体
験
学
習
と
し
て
、

児
童
や
、
家
族
の
方
々
な
ど
か
ら
も
大
変

好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

社
協
が
行
う
事
業
は
す
べ
て
地
域
の
福

祉
課
題
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
す
。

　

潟
上
社
協
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
横
断
的
包
括
的
な
支
援
に
向
け
て

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
機
能
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ボランティア研修

9

事
務
局
長
　
鈴
　
木
　
　
　
司

『
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

目
指
し
て
』

（
福
）
潟
上
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
五
割
以
上
が
第
三
者
委
員
未
配
置
】

　

指
針
で
は
苦
情
の
密
室
化
を
防
ぎ
社

会
性
や
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
施

設
や
法
人
に
第
三
者
委
員
の
配
置
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
54
％
の
施
設
が
第
三

者
委
員
を
配
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
第
三
者
委
員
の
な
り
手
】

　

第
三
者
委
員
の
属
性
は
福
祉
・
医
療

関
係
者
が
最
も
多
く
、
次
い
で
教
育
関

係
者
、
法
律
関
係
者
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
地
域
の
民
生
委
員
や
町

内
会
関
係
者
等
も
見
ら
れ
ま
す
。

【
全
て
の
苦
情
を
記
録
す
る
施
設
は

五
割
程
度
】

　

苦
情
対
応
の
全
て
を
記
録
し
て
い
る

施
設
は
五
割
程
度
で
す
が
、
記
録
未
保

お
わ
り
に

第三者委員を置いているか
（高齢者福祉施設　回答数：741）
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︻
平
成
27
年
４
月
～
６
月
末
日
現
在
︼

◎
善
意
銀
行
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会　

様

１
０
︐
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
碇
谷　

公
範　

様

写
真　
　

83
枚

⇩
秋
田
市
内
の
高
齢
者
施
設
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業金銭

預
託
◎

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
３
︐
２
０
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店

お
客
様
一
同　

様

５
︐
１
３
９
円

・
秋
田
市
佛
教
会　

様３
９
︐
５
０
０
円

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

３
１
︐
５
５
０
円

　
県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
な
ど

社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一

般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す

る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
部

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
︱

５

　
　
　

  

℡
０
１
８
―

８
６
４
︱

２
７
１
１

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

皆

様

の

善

意

※
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
と
は
、
交

通
・
労
働
・
自
然
災
害
に
よ
り
、
父

あ
る
い
は
母
が
死
亡
、
ま
た
は
重
い

障
害
を
も
っ
た
場
合
に
、
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
の
支
援
を
目
的
と
し

て
給
付
金
を
支
給
す
る
事
業
で
す
。

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

AF広宣課-2015-0026-1507005　5月13日

〈引受保険会社〉

秋田支社
〒010-0923  秋田市旭北錦町5－50
シティビル秋田3Ｆ
Tel.018-863-9723  Fax.018-863-9448

■募集代理店（アフラックは代理店制度を採用しております）

ナカイ株式会社 秋田支店
〒010-0914  秋田市保戸野千代田町6-8 千代田ビル1F

H-15-07-005

Size:H148×W210mm=A5

0120-712-816 0120-712-096

がん・急性心筋梗塞・脳卒中（三大疾病）
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「
鹿
角
苑
」
の
生
活
介
護
事
業
で
は
、

利
用
者
の
適
性
に
合
わ
せ
、
散
歩
、
音
楽

療
法
、
養
鶏
作
業
、
内
職
等
の
軽
作
業
の

ほ
か
、
パ
ン
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
製
造
は
、
当
時
利
用
者
の
働
く
場
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
２
年
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
オ
ー
ブ
ン
一
つ
で
始
め
た

製
造
は
そ
の
後
拡
大
し
、
平
成
18
年
に
は
就

労
セ
ン
タ
ー
「
か
づ
の
悠
遊
工
房
」
を
オ
ー

プ
ン
。
今
で
は
職
員
と
利
用
者
が
行
う
訪
問

販
売
の
ほ
か
、
地
元
ス
ー
パ
ー
や
ホ
テ
ル
、

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
と
し
て
納
品
す
る

ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

製
造
は
週
６
日
行
い
、
１
日
に
約
５
０
０

個
の
パ
ン
を
製
造
。
20
代
か
ら
60
代
ま
で
、

24
名
の
利
用
者
が
自
分
の
担
当
業
務
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
奨
め
商
品
は
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
。
あ
き

た
こ
ま
ち
米
粉
と
十
和
田
高
原
産
そ
ば
ハ

チ
ミ
ツ
を
使
用
し
た
「
ハ
ニ
ー
ラ
ス
ク
」

を
は
じ
め
、「
ラ
・
ラ
・
ラ
・
ラ
ス
ク
」
等

の
贈
答
用
商
品
も
季
節
ご
と
に
販
売
し
て

い
ま
す
。

商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
同
法
人
で
生

産
し
た
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
の
食
材

を
活
用
す
る
こ
と
に
配
慮
。
利
用
者
の
工
賃

向
上
を
見
据
え
、「
大
量
生
産
で
き
ず
材
料

費
を
低
く
抑
え
ら
れ
な
い
分
、
商
品
に
い
か

に
付
加
価
値
を
つ
け
、
他
と
差
別
化
し
て
い

く
か
が
課
題
」
と
、
主
任
生
活
支
援
員
の
黒

沢
久
己
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
や
「
悠
遊
工
房
の
パ
ン
」
と
し
て
地

域
に
浸
透
し
、
固
定
客
も
増
え
て
い
る
鹿

角
苑
の
パ
ン
。
製
造
と
訪
問
販
売
を
行
う

利
用
者
は
、「（
製
造
は
）
最
初
は
難
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
で
は
慣
れ
ま
し
た
。
販
売

は
楽
し
い
し
、
自
分
の
作
っ
た
パ
ン
が
全

部
売
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。　

パ
ン
製
造
は
利
用
者
の
喜
び
と
な
り
、

鹿
角
苑
と
地
域
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

利
用
者
の
適
性
に
合
わ
せ
、
散
歩
、
音
楽

療
法
、
養
鶏
作
業
、
内
職
等
の
軽
作
業
の

ほ
か
、
パ
ン
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
２
年
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
オ
ー
ブ
ン
一
つ
で
始
め
た

製
造
は
そ
の
後
拡
大
し
、
平
成

労
セ
ン
タ
ー
「
か
づ
の
悠
遊
工
房
」
を
オ
ー

プ
ン
。
今
で
は
職
員
と
利
用
者
が
行
う
訪
問

販
売
の
ほ
か
、
地
元
ス
ー
パ
ー
や
ホ
テ
ル
、

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
と
し
て
納
品
す
る

ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。

製造工程は、利用者が主体的に取り組める
作業であることに配慮しています。

製品に関する
お問い合わせ

社会福祉法人 花輪ふくし会
障害者支援施設「鹿角苑」

『かづの悠遊工房』

※パンは鹿角市内のスーパーで購入できます。

～本会会員である障害者施設等の製品や販売活動をシリーズでご紹介～

鹿角市十和田錦木字下野添 9
TEL・FAX
0186-35-3955

http://a-hanawafukushikai.jp/

「
鹿
角
苑
」（
兎
澤
修
一
施
設
長
）
は
、
東
京
都
委
託
施
設
と
し
て
、

平
成
元
年
４
月
に
社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会
が
開
所
し
ま
し
た
。
現

在
は
施
設
入
所
支
援
事
業
（
定
員
40
名
）、生
活
介
護
支
援
事
業
（
同
52
名
）・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
（
同
12
名
）・
短
期
入
所
支
援
事
業
（
同
２
名
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ だ わ り 品の

　今回は、「かづの悠遊工房」を運営し、パンの製造に取り組んでいる鹿角市の
障害者支援施設「鹿角苑」をご紹介します。

包装作業前には、
一つひとつ丁寧に検品します。

（上段）おすすめ商品のラスク。
（下段左から）「ライ麦＆チーズ職人」、「かりんとうラスク」、

「玉ねぎ食パン」も人気
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